
き
あ
が
り
段
階
的
に
施
設
を
拡
張
し
て

い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
整
備
が
行
わ

れ
る
計
画
だ
。

　
し
か
し
こ
こ
数
年
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ

ル
港
の
発
展
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
は
進
ん
で
い
る
。

同
国
で
は
、
生
地
を
輸
入
し
衣
料
品
に

加
工
し
て
欧
米
な
ど
の
大
市
場
に
輸
出

す
る
縫
製
業
が
急
速
な
伸
び
を
見
せ
て

い
る
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
同
港

の
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
量
は
13
年
の
約

28
万
6
0
0
0
T
E
U＊

か
ら
、
18
年

に
は
約
54
万
1
0
0
0
T
E
U
へ
と

5
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
シ
ハ
ヌ
ー

ク
ビ
ル
港
の
年
間
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い

能
力
の
上
限
と
さ
れ
る
50
万
T
E
U

を
す
で
に
超
え
て
、
23
年
に
は
80
万

T
E
U
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
能

力
を
高
め
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
18
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
ゲ
ー
ト
前
に
2
0
0
台
近
い
ト

ラ
ッ
ク
が
並
び
、
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
港
の
中
も
大
混
雑
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
を

阻
害
し
か
ね
な
い
状
況
で
し
た
」
と
説

明
す
る
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
の
三
宅
光
一
さ
ん
だ
。
ま
た
輸
出

入
の
手
続
き
も
煩
雑
で
、
コ
ン
テ
ナ
の

搬
出
入
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
も

問
題
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
、
渋
滞
が

ど
の
よ
う
な
時
に
ど
れ
く
ら
い
発
生
し

＊ＴＥＵ : 貨物量の単位のひとつ。１ＴＥＵは20フィート（約６ｍ）コンテナ１個分。

コンテナを管理し、クレーンやトラックに移動の指示を出す
プログラムは日本製。コンテナの積み下ろしの時刻や場
所などのデータを分析して港内の混雑度やターミナルのパ
フォーマンスを調査する。

シハヌークビル港では、コンテナターミナルと多目的ターミナルに加えて
新コンテナターミナルの整備も進められている。

コンテナは効率よく貨物を
運べるため、国際的に物
流の主流となっている。港
内のクレーンやトラックは、
円借款により整備した。

ドローンで撮影した動画をもとにコンテナ、クレーン、トラックの非効率な動きや混雑の要因を分析。
問題点を把握しやすいとシハヌークビル港湾公社（PAS）職員に好評だ。

最
大
の
貿
易
港
の
発
展
を

年
間
支
援

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
は
、
南
西
部
の

み
が
海
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
限
ら
れ

た
海
岸
線
上
に
あ
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル

港
は
、
大
型
船
が
寄
港
で
き
る
水
深
が

あ
り
、
同
国
最
大
の
貿
易
港
と
し
て
経

済
を
支
え
て
き
た
。

　
同
港
で
港
湾
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
J
I
C
A
専
門
家
の
薮
中
克

一
さ
ん
は
、「
か
つ
て
は
メ
コ
ン
川
流

域
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
港
が
貿
易
の
中
心
で

し
た
が
、
外
海
に
面
す
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク

ビ
ル
は
地
形
的
に
も
理
想
的
な
場
所
で

あ
る
た
め
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
」
と
同
港
の
重
要
性
を
説
く
。

　
日
本
は
、
1
9
9
9
年
か
ら
施
設
の

整
備
と
運
営
技
術
の
向
上
の
両
面
で
シ

ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
開
発
を
支
援
し
て

い
る
。
2
0
0
7
年
に
は
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
し
、
12
年
に
は
港

に
隣
接
し
た
経
済
特
別
区
（
S
E
Z
）

が
開
設
さ
れ
た
。
18
年
に
は
一
般
貨
物

を
取
り
扱
う
多
目
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
で

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
経
営・技
術
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
ー
ズ
2

2
0
1
8
年
4
月
〜
2
0
2
1
年
3
月

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

2
0
1
7
年
8
月
〜

案件名

さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
る

貿
易
の
玄
関
口

近
年
、ハ
イ
ペ
ー
ス
で
経
済
成
長
を
続
け
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
、

国
内
最
大
の
貿
易
港
で
あ
る
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
拡
張
と
近
代
化
は
差
し
迫
っ
た
課
題
だ
。

日
本
は
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
発
展
を
支
え
て
い
る
。

進
化
す
る
港

Kingdom of Cambodia

カンボジア

1960年代後半から内戦と政治的混乱が
続いたが、98年の総選挙、99年のASEAN
加入などで安定を取り戻した。2000年以
降、高い経済成長を維持している。衣類
等の縫製品の輸出が堅調で、アメリカや
EUをはじめ世界に輸出されている。

国名  ：カンボジア王国
首都 ：プノンペン
通貨 ： リエル
人口 ：16.1百万人（2017年 IMF推

定値）
公用語 ：カンボジア語

シハヌークビル

専用プログラムで
管理・分析

国際基準の
コンテナ輸送

シハヌークビル港

多目的ターミナル

シハヌークビル港
経済特別区（SEZ）新コンテナターミナル

建設予定地

文
⃝
光
石
達
哉  

写
真
⃝
阿
部
雄
介

首都プノンペンとシハ
ヌークビル港を結ぶ
国道4号線。プノンペ
ン近郊の工場などか
らのコンテナ車が多く
行き来する。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

フェーズ1
フェーズ2

フェーズ3

コンテナ
ターミナル
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し
た
。
次
に
来
る
と
き
は
さ
ら
な
る
改

善
策
を
提
示
し
て
、
そ
れ
を
P
A
S
の

人
た
ち
と
一
緒
に
試
行
し
、
そ
の
成
果

を
モ
ニ
タ
ー
す
る

│
そ
う
し
た
こ
と

を
く
り
返
し
な
が
ら
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ

ス
テ
ッ
プ
で
港
の
能
力
を
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
三
宅
さ
ん
は
語
る
。

調
査
デ
ー
タ
が

政
府
を
動
か
す

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
実
施
し
た

調
査
や
分
析
に
よ
っ
て
港
の
非
効
率
な

現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
も
改
革
に
乗
り
出
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
昨
年
10
月
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
同
体
（
E
U
）
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
対
す
る
特
恵
関
税
制
度
の
停
止
を

検
討
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
だ
。
E
U

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
の
輸
出
先
で
あ
り
、

関
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
同
国

の
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
る
。

そ
こ
で
今
年
1
月
、
同
国
の
フ
ン
・
セ

ン
首
相
は
優
遇
措
置
が
な
く
な
っ
た
場

合
の
対
策
と
し
て
競
争
力
を
高
め
る
た

め
の
改
善
策
を
い
く
つ
か
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
に
は
輸
出
入
に
必
要
な
事
務
手
続

き
を
減
ら
す
こ
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、

加
え
て
4
月
か
ら
税
関
の
検
査
料
の
大

幅
値
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
改
善
策
を
模
索
す
る
な
か
、

P
A
S
総
裁
の
ル
ー
・
キ
ム
・
チ
ュ
ン

さ
ん
は
、
ト
ラ
ッ
ク
が
港
で
コ
ン
テ
ナ

を
荷
受
け
し
て
か
ら
ゲ
ー
ト
を
出
る
ま

で
に
、
待
ち
時
間
が
平
均
約
5
時
間
あ

る
こ
と
を
オ
ン
・
ポ
ン
モ
ニ
ロ
ッ
ト
副

PAS職員と日本側の関係者は綿密に連携しながら開発を進めて
いる。

以前は書類に不備のあるトラックはゲートに足止めされ、渋滞の原因
となっていた。構内に待機場所を設けて誘導するようにした結果、他
のトラックがスムーズにゲートを通過できるようになり、ゲート前の混
雑は解消しつつある。

ブローカーと呼ばれる船舶代理店のスタッフが、書類
手続きのために構内をバイクで走り回り、トラックのド
ライバーに受け渡しする。渋滞の原因となり、事故の
危険もあるため、昨年秋に通過できるゲートを制限し
た。将来的には書類手続きの電子化も目指す。

トラックが書類手続きのために停車する時間を、ゲート上で計測。
混雑具合の調査方法のひとつだ。

て
い
る
か
、
そ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
調
査
し
た
。ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る
コ

ン
テ
ナ
の
動
き
を
机
上
で
分
析
し
、
現

場
で
の
日
々
の
観
察
結
果
と
重
ね
合
わ

せ
る
と
と
も
に
、
港
を
真
上
か
ら
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
て
ト
ラ
ッ
ク
や
ク

レ
ー
ン
の
動
き
を
調
べ
る
な
ど
、
最
先

端
の
技
術
も
駆
使
し
て
混
雑
の
原
因
と

対
策
を
探
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

ゲ
ー
ト
で
の
ト
ラ
ッ
ク
の
待
ち
時
間
の

計
測
を
行
う
と
い
っ
た
地
道
な
デ
ー
タ

収
集
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
集
め
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
湾
公
社
（
P
A
S
）

に
改
善
策
を
提
案
。
現
在
ま
で
に
、ゲ
ー

ト
の
通
過
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
書

類
不
備
車
両
の
一
時
通
過
シ
ス
テ
ム（
構

内
の
待
機
場
所
に
誘
導
し
、
そ
こ
で
書

類
手
続
き
を
行
わ
せ
る
）
を
取
り
入
れ

た
ほ
か
、
バ
イ
ク
の
構
内
へ
の
進
入
規

制
や
、
ゲ
ー
ト
の
開
放
数
と
時
間
を
調

整
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
策
を
講

じ
た
こ
と
で
、ゲ
ー
ト
前
の
混
雑
は
徐
々

に
解
消
し
、
構
内
の
安
全
も
向
上
し
て

き
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
数
か
月
ご

と
に
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
行
き
来
し

て
お
り
、「
今
回
の
調
査
で
も
、
外
来
ト

レ
ー
ラ
ー
の
構
内
で
の
動
線
管
理
が
適

切
で
な
か
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
の
置
き

場
所
や
積
み
降
ろ
し
の
指
示
が
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、
ピ
ー
ク
時

の
岸
壁
ク
レ
ー
ン
の
効
率
低
下
を
も
た

ら
し
て
い
る
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま

港湾関係のコンサルタント「国際臨海開発研究センター」
の専務理事。ミャンマーのヤンゴン港湾公社でアドバイザー
を務めた経験もある。「プロジェクトのもうひとつの柱は、PAS
の経営戦略を立てることです。PASは2017年に株式上場し
ており、株主に対して説明責任を果たすため、コンテナ、一
般貨物、SEZなど部門別に収益性を判断し、マーケティング
や価格などの戦略についてもアドバイスしています」。

JICAは2005年から同港に港湾運営アドバイザー
として長期専門家を派遣。7代目となる国土交通
省出身の薮中さんは18年3月に赴任した。「カン
ボジアの港湾政策に対する助言、PASの経営・
運営に関する助言、複数あるJICAプロジェクトの
進捗管理をしています。先輩たちがいい関係をつ
くってくれたおかげで仕事がやりやすいです」。

プロジェクトリーダー
三宅光一（みやけ・こういち）さん

シハヌークビル港湾公社
港湾運営アドバイザー
薮中克一（やぶなか・かついち）さん

国内最大の
貿易港

停車している
時間を調査 50万TEUの取り扱い能力があるコンテナター

ミナル。手前の左側がトラック用のゲート。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集
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首
相
兼
経
済
財
政
大
臣
に
報
告
。
こ
れ

を
改
善
す
る
た
め
に
、
輸
入
品
に
行
っ

て
い
た
X
線
検
査
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

ル
ー
総
裁
は
「
ト
ラ
ッ
ク
の
滞
留
時
間

は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
排
気
ガ
ス
も
減

り
、
港
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
成
果
を
語
る
。

　
三
宅
さ
ん
は
「
税
関
関
連
の
手
続
き

改
善
策
は
わ
れ
わ
れ
が
提
案
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
な
数
字

を
も
っ
て
課
題
を
示
し
た
こ
と
で
政
府

が
動
い
た
の
で
す
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
が
政
府
の
具
体
的
な
行
動
を

促
し
た
と
話
す
。

将
来
を
見
据
え
た

港
の
発
展
を

　
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
は
構
内
の
作
業

効
率
が
高
ま
っ
て
、
近
代
的
な
港
へ
と

移
り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、

港
に
入
っ
て
く
る
貨
物
が
右
肩
上
が
り

に
増
え
続
け
る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

薮
中
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
て
も
、
将

来
的
に
経
済
成
長
が
予
想
さ
れ
て
い
る

の
で
投
資
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
差
し
当
た
っ
て
の
課
題
は
、

今
の
ま
ま
の
水
深
で
は
よ
り
大
型
の
貨

物
船
が
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
欧
州
や

北
米
向
け
の
貨
物
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
で
大
き
な
船
に
移

し
替
え
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に
荷
主

に
と
っ
て
コ
ン
テ
ナ
1
個
当
た
り
の
運

賃
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ

多目的ターミナルから輸入
される建築資材。シハヌー
クビル港周辺は建設工事
が盛んで、その需要も高
まっている。

多目的
ターミナル

18年6月に日本の支援で
完成した多目的ターミナ
ル。コンテナに入らない大
型機械や建築資材、穀物
や石炭などを積み降ろしす
るほか、沖合での石油・天
然ガス採掘のための資機
材を供給するベースの役
割を果たす。

1992年からPASの
総裁を務め、785
人の職員を束ね
る。

貿易コストを下げることがカンボジア経済に重要
シハヌークビル港湾公社（PAS）総裁 ルー・キム・チュンさん

Interview

「海路での貨物輸送は、道路、鉄道、空路と比
べてコストが安く、最も効率的な手段です。貨物
船はサイズが大きくなればなるほど輸送コストが下
がるので、大型船が接岸できる新コンテナターミ
ナルに期待を寄せています。2023年の新コンテ
ナターミナル完成時には、1TEUあたりの海上輸
送コストは平均で200米ドル安くなる見込みで、
これはプノンペンまでのトラックの平均的な運送
費用180米ドルをまかなえる計算になります。そう

なれば、シハヌークビル港にもっと多くのコンテナ
を集められるようになり、この港がカンボジア経済
にとってより重要な役割を果たすことになるでしょ
う。またプノンペンまでの高速道路も開通する予
定です。
　日本はこの港に対する支援だけでなく、私たち
の国から貧困をなくし、仕事をつくり、国際社会の
仲間入りを果たすことに貢献してくれています。こ
れからもよい関係が続いていくと思います」

　シハヌークビル港では、トラックの出入りと同様、貨物船の入出
港手続きにも膨大な書類が必要となっている。また、入港許可の
ためには各行政機関の承認を得る必要があり、手続き終了まで
に時間を要していた。
　そこでJICAは無償資金協力によってシハヌークビル港とプノン
ペン港で入出港手続きを電子化する「港湾EDI」（Electric Data 
Interchange）の導入を支援。カンボジア公共事業運輸省で運輸
政策アドバイザーを務める川�俊正さんは、「港湾EDIは、すでに
先進国の多くの港湾で導入されていて、国際標準になりつつあり
ます。将来的には通関など輸出入関連の手続きをひとつにまとめ
ることにもつながっていきます」と説明する。

「港湾EDI」導入へ

港湾EDIは、貨物取り扱いのスピードアップにも貢献する。

　かつてのカンボジアは冷戦時代の海図を再編集し
た紙海図しかなく、国際仕様に則った電子海図と、
それを作製するための組織もなかった。JICAは2013
～16年に、シハヌークビル港の測量と電子海図の
作製をサポートした。そのときに学んだ技術をもとにカ
ンボジアの公共事業運輸省港湾航路海事総局は、
昨年、シハヌークビル港に多目的ターミナルが追加
整備されたことを受けて港周辺の海図を更新したほ
か、その北にあるストゥンハブ港やメコン川下流域な
どの電子海図を完成させている。
　同局局長のチャン・ダラさんは「自分たちだけで電
子海図を作れる技術は得られたが、船舶の航行安全
という観点では、灯台や検潮所の整備などのハード
インフラやそれらの運用上の課題が残る。海域の安
全性を確保するために、今後も日本の協力を期待し
ている」と語っている。

カンボジア公共事業運輸
省で海運政策などを担う
みなさん。左から、水路イン
フラ港湾建設部部長のロ
ス・ソフォルナさん、港湾航
路海事総局局長のチャン・
ダラさん、運輸政策アドバ
イザーの川�俊正さん。

港湾・海上保安
自由で安全な海と港

特集

　シハヌークビル港経済特別区（SEZ）は敷地面積が約70ヘク
タール。既存のコンテナターミナルと円借款で整備中の新コンテ
ナターミナルが隣接する好立地で、輸出入にかかる一部手続き
の省略、特定品目の免税が可能な地域である。現在、王子製紙
のグループ会社など日本企業3社の工場が入っていて、さらなる
企業誘致のためJICAは18年からSEZ運営アドバイザーを派遣し、
将来的な自由港化に向けた協力などを行っている。
　薮中さんは、「港とSEZがひとつの地域にあるのは企業にとって
メリットなので、しっかりプロモーションしていきたい。今はまだ、輸
出入貨物の保税手続きのためにプノンペンまで往復する必要が
あるなど、使いにくいところが見られるので、カンボジア側に改善を
促していきたい」と話す。

上  ： シハヌークビル
港経済特別区は港
の北側に広がる。左 

： 敷地内に設立され
た王子製紙グループ
の段ボール加工工
場。2013年3月から操
業している。
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